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　本年度実施した、全国学力・学習状況調査およ
び広島県「基礎・基本」定着状況調査の結果は次
のとおりでした。
　市教育委員会は、これらの調査で明らかになっ
た児童生徒の課題を分析し、児童生徒一人一人の
学力向上を目指す取り組みを進めていきます。

文部科学省が行う全国学力・
学習状況調査が４月 22 日に実
施され、小学６年生と中学３
年生が参加しました。

広島県「基礎・基本」定着状況調査の
質問紙調査における調査結果（抜粋）

「よくあてはまる」「ややあてはまる」と肯定的に回答している割合（％）

広島県教育委員会が行う、広島県「基礎・基本」定着状況調査が６月 10 日に実施され、小
学５年生と中学２年生が参加しました。

全国学力・
学習状況
調査の結果

「基礎・基本」
定着状況
調査の結果

教　科 庄原市 広島県 全国
国語Ａ 75.3 75.9 72.9
国語Ｂ 59.5 58.3 55.5
算数Ａ 82.3 80.7 78.1
算数Ｂ 58.4 60.1 58.2

教　科 庄原市 広島県 全国
国語Ａ 83.3 80.1 79.4
国語Ｂ 55.0 50.9 51.0
数学Ａ 71.2 68.4 67.4
数学Ｂ 64.2 60.5 59.8

小
学
６
年
生

小
学
５
年
生

中
学
３
年
生

中
学
２
年
生

※Ａは基礎的・基本的な内容、Ｂは知識・技能を活用する内容
※数値は平均正答率（％）

※タイプⅠは基
礎的・基本的な内
容、タイプⅡは知
識・技能を活用す
る内容
※数値は平均通
過率（％）

※「アウトメディア」の取り組みとは
…家庭での時間の過ごし方やメディア
との接触時間を改善するため、子ども
たちが日常生活の中で必要なメディア
を選択することができる力を身に付け
ることをねらいにした取り組み

ほかの考えをノートに書いて考える場面

自分の考えをグループで説明している場面

教　科 庄原市 広島県

国語
教科全体 74.4 71.8 
タイプⅠ 76.5 73.9 
タイプⅡ 64.9 62.2 

算数
教科全体 80.2 78.0 
タイプⅠ 82.6 79.7 
タイプⅡ 68.5 69.8 

理科
教科全体 71.9 70.6 
タイプⅠ 74.9 73.9 
タイプⅡ 65.5 63.5 

教科 庄原市 広島県

国語
教科全体 76.7 73.7 
タイプⅠ 75.3 73.8 
タイプⅡ 82.4 73.5 

数学
教科全体 74.2 70.2 
タイプⅠ 77.9 73.9 
タイプⅡ 57.0 52.7 

理科
教科全体 66.8 55.0 
タイプⅠ 72.3 59.8 
タイプⅡ 58.7 47.9 

英語
教科全体 78.7 68.2 
タイプⅠ 81.8 72.5 
タイプⅡ 67.1 51.8 

設　　問
小学５年生 中学２年生

庄原市 広島県 庄原市 広島県
自分で勉強の計画を立てている 72.5 64.4 54.0 52.6
学校の授業の予習をするようにしている 63.8 55.7 43.5 38.1
学校の授業の復習をするようにしている 77.7 63.8 60.5 55.3
家庭で１日に１時間以上
勉強している

平日 64.5 54.0 58.0 50.7
休日 42.9 37.9 65.5 52.6

地域や子ども会などの行事に参加している 83.3 67.3 64.1 46.8
自分の住んでいる地域のことが好きです 92.0 87.6 77.2 77.9
テレビやゲームを１日に
３時間以上見ている

平日 20.6 26.5 31.2 28.9
休日 44.3 40.2 67.4 54.6

１カ月に６冊以上読書をしている 49.8 39.7 12.3 13.0
家庭で１週間に３時間以上読書をしている 13.9 12.3 6.9 8.1

　庄原市では、各種学力調査の結果な
どをもとに児童生徒の学力の定着状況
を検証し、授業改善を図ることを目指
して、本年度から従来の学力向上検討
委員会を学力向上検証改善委員会に改
めました。本委員会の研修会では、各学
校の特色ある取り組みを交流し、協議
することを通して、自分の学校の取り
組みを、より質の高いものに改善して
いきます。
　児童生徒の学力の向上を図るために
は、教職員の成長が不可欠です。各学校
では、校内での研修や他校の研究会に
参加するなど、授業改善に向けて日々
研さんを深めています。
　また、児童生徒が学校で学んだこと
を家庭での実生活に生かしたり、地域
の活動の中で活用したりすることは学
力の向上につながる大切な取り組みで
す。引き続き、保護者・地域の皆さまの
ご支援・ご協力をお願いします。
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